










氏) 高 木 正 邦)
たか ざ まさ くに
学 位 の 種 類 医 学 博 士
学 位 記 番 号 諭 医 博 第 359 号
学位授与の日付 昭 和 42 年 5 月 23 日
学位授与の要件 学 位 規 則 第 5粂 第 2項 該 当
学 位論文題 目 歯歴の発育に伴なう神経分布に関する研究
(主査)
論文 調査委員 教 授 堀井五十雄 教 授 西 村 秀 雄 教 授 岡 本 道 雄
論 文 内 容 の 要 旨
著者は8 週- 30過の人胎児38体を集め, それらの歯系組織を研究材料に選び, 低温r回生の固定と脱灰の
のち連続切片標本とし, これに鈴木氏の鍍銀法を施し歯腔の発育に伴なう歯系神経の分布状態を究明すべ
く, 上顎乳中切歯歯歴を中心に観察した結果, 次のような事実を知ることができた｡

























論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
歯牙および歯腔の神経分布に関する組織学的研究はその方法の困難性のため, 未だじゅうぶんの成果を
あげているとはいいがたい状況にある｡
















なお, 本論文において著者は歯腔発育と神経分布との関連性, 成長中の神経線維o)伸長, 分布, 分岐な
どの関係などについて, 種々の考察を加えている｡
本論文は学術上有益にして医学博士の学位博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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